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要         旨 

 高等真核生物の卵に存在する、mRNAの貯蔵をつかさどるタンパク質とｍＲＮＡと

の複合体分子CPSF（mRNA前躯体３´末端開裂複合体）が、どのような機構で機能

を発現しているのかを明らかにすることは、転写翻訳機構の分子生物学における

解明すべき大きな問題のひとつである。ＣＰＳＦは、転写直後のmRNAにおけるポリ

Ａ鎖伸長反応の準備に関与する重要な分子でもある。本学位論文は、生命情報

学の手法を用いてＣＰＳＦの立体構造を予測し、その形状にもとづいて、機能発現

様式を明らかにする研究をまとめた報告である。本研究では、複合体構造を推定

する手法の開発研究と、その手法をCPSFに適用し新しい知見を抽出する研究の

両方がなされている。まず、ＣＰＳＦを構成する各タンパク質の立体構造を予測し、

その機能部位を推定した。その上で、構成タンパク質から複合体構造を組み上げ

るための生命情報学的手法を開発し、この手法を用いてＣＰＳＦ複合体構造を組み

上げ、ＣＰＳＦがどのような構造をしているのかを計算機のみを用いて推定した。さら

に、その構造に基づきＣＰＳＦの機能実現機構を推定した。これらの推定結果は、

今までに得られている分子生物学的実験結果と整合するとともに、新規の仮説を

導くことができる情報となっていることが示された。 

 審査委員会は、生命情報学の必要性が高まっている現在、本論文は興味深

い研究であり、かつ学術的にも高いレベルにあることを認め、本論文が博士

論文として十分な内容であると評価した。論文の記述に関して、曖昧な記述

の修正を指摘し、当該申請者による修正稿をもって、学位論文として適切で

あると判断した。 

 本論文の研究成果の一部は、申請者が第一著者として、Biophysics and 

Physicobiology（欧文誌）に掲載されている。 

 以上のことより、本審査委員会は、本論文をお茶の水女子大学人間文化

創成科学研究科の博士（理学）、Ph.D. in Computational Biology の学位

授与に相応しいと判断した。 
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インターネット

公表 

○ 学位論文の全文公表の可否（ 可 ・ 否 ） 

 

○ 「否」の場合の理由 

ア．当該論文に立体形状による表現を含む 

イ．著作権や個人情報に係る制約がある 

ウ．出版刊行されている、もしくは予定されている 

エ．学術ジャーナルへ掲載されている、 

もしくは予定されている 

オ．特許の申請がある、もしくは予定されている 

 

※ 本学学位規則第２４条第４項に基づく学位論文 

全文のインターネット公表について 

 


